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春休み中に教会に行った時、その日はイースター礼拝でした。そのためイエスキリストの

復活の話を聞きました。そして話の中には「復活とは新しい命がうまれたということと同じ

だ」というものがあり、それがとても印象に残りました。  

「命がうまれる」。そう聞くと昔の私ならポジティブに考えられると思いますが、今の私

は「命には必ず別れがくる」とネガティブに考えてしまいます。私は身近な人との別れ、つ

まり死を経験したのは記憶に無いくらい小さい頃なので、当時は状況が理解できていなかっ

たと思います。しかし最近母のおじが亡くなりました。そのことなどがきっかけで、「死」に

ついて考えようと思いました。  

母のおじが亡くなった時、私の祖父は「次は俺かなあ」と冗談交じりに話していたという

ことを聞きました。それを聞いて私は苦しい思いでいっぱいでした。想像してみると今まで

の楽しかったことや一緒に過ごした思い出が蘇ってきて本当に辛い気持ちになりました。そ

の祖父は近くに住んでいないため、たまに電話をするくらいしか接する機会がありません。

声を聞くことしかできないけれど声を聞くだけで、前よりも元気が無いなと感じることが

度々あります。私たちは歳を重ねるにつれこれからももっと成長しますが、祖父の年齢にな

ってくると歳を重ねるにつれ生活がますます大変になって、これから元気になっていくとい

う人は少ないと思います。死がきた時のことなど想像したくないけれどどうしても心配にな

ってしまいます。しかしいくら心配してもどうにもできないことなので、電話でも一緒に過

ごすことができる時間を今まで以上に大切にしようと思います。  

また、死を考えさせられる出来事がもう一つありました。それは近所に住んでいた犬が亡

くなってしまったことです。最近見かけないなと思っていた頃にそのことを聞いて本当にシ

ョックでした。そしてその犬は病気だということは分かっていたけれど、前日までは普段通

りに生活していて突然亡くなったと聞き私は尚更悲しくなりました。私も犬を飼っているの

ですが、犬を飼いたいと思ったのは小学生の頃で本当に軽い気持ちでした。生き物を飼うと

いうのは命を預かることと同じなのでとても責任が大きいです。そんな私の軽い気持ちが変

わったのは「犬の十戒」というものを知ったのがきっかけでした。これは犬を飼うとはどう

いうことなのかを、犬からのメッセージとしてつづられているものです。最初には「私の生

涯はだいたい十年。長くても十五年。何があっても最後まであなたのそばにおいてもらえま

すか。私を飼う前にどうかそのことを考えて下さい。」ということが書いてあり、最後には「最

期のお別れの時にはどうか私のそばにいて下さい。辛くて見ていられないとか立ち会いたく

ないとかそんなことを言わないでほしい。あなたがそばにいてくれるなら私はどんなことで

も安らかに受け入れます。」ということが書いてあります。私はこれを読んだ時、飼う犬を絶

対に最後まで大切にしようと決めました。しかし近所に住んでいた犬が亡くなった時、もし

自分の飼っている犬が今死んでしまったらと考えてみると、後悔ばかりするだろうと思いま

した。散歩に行く回数も遊んであげる回数も昔に比べると大幅に少なくなっているからです。



犬にとって楽しめることは人間のように多くないのに、それすらしてあげられていないこと

が本当に申し訳なくなりました。久しぶりにこの十戒を読んで私は行動を改めようと強く決

心しました。  

人や犬に限らずすべての大切にしている生き物が近くに居ることがあたり前になってい

ると、それらに対して優しさや思いやりに欠ける行動をしてしまいます。その中で二度と会

えないという状況になったら必ず後悔します。だからそうならないよう、日々大切に接して

いこうと思います。  


